
第１３９７回例会 ２０１４年７月３日(木)(曇)

司 会 梅原正美副幹事

点 鐘 古谷スミ子会長

合 唱 ｢我等の生業｣(伊藤彩夜加さん)

ビジター紹介 中村眞英第７Ｇガバナー補佐 小山輝彦第

７Ｇ幹事(伊勢原平成)

祝結婚記念日 山本君(７／１３)

祝誕生記念日 ＜奥様・ご主人＞諸星(利)君(７／１４)

○ 年会費・特別会費納入の件

年会費(半期分) 120,000円

特別会費(半期分) 20,000円

消防車贈呈基金(年額) 10,000円

計150,000円

※直接持参は７／２４、３１でお願い致します。

○ ｢クールビズ｣について

７，８，９月はクールビズを実施します。

○ ｢禁煙｣について

例会中は禁煙といたします。

○ ｢３分間スピーチ｣について

例会時、時間に余裕がある時は３分間スピーチをお願い

します。テーマ「私とロータリー」

○ 新会員入会について

会長より、山谷洋子さん、吉田久美子さん、相原学さん、

小澤賢さんの入会申し込みがあった事の説明がなされ、

討議の結果、満場一致で入会の承認がなされた。

○ ガバナー補佐、ガバナー公式訪問について

会長より、７／１０のガバナー補佐訪問に関して。

11:30～ 会長・幹事が対応

13:00～ ガバナー補佐の卓話(３０分)

13:30～ ガバナー補佐に活動計画の説明を増強委員会

(瀬戸委員長)、広報委員会(飯田隆明委員長)、研修リー

ダー(原委員長)、が行う。(１時間)

７／１７のガバナー公式訪問に関して。

10:30～ 会長・幹事・副会長が対応

12:30～ ガバナー要望の新会員入会式を執り行う。司

会は増強委員会(瀬戸委員長)、ガバナーよりＲＣバッ

ジの授与、会長より花束が贈呈される。

13:00～ ガバナーの講話(３０分)

会員数 41名
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○ クラブ協議会

年間計画発表

(各委員会)

○ 理事会

出席数 30名

出席率 73.17％

前々回

の修正

85.71％

例会場 秦野市平沢 2550-1 秦野商工会議所内 TEL(0463)81-1355

事務所 秦野市平沢 2550-1 秦野商工会議所内 TEL(0463)81-1355

例会日 毎週木曜日 12 時 30 分～13 時 30 分

会 長 古谷スミ子 幹 事 諸星道治 会報委員長 鈴木和夫

22014 年～2015 年度国際ロータリー会長
ゲイリーＣ.Ｋ.ホアン

LIGHT UP ROTARY

ロータリーに輝きを

会長の時間

理事会報告



13:30～ ガバナーと懇談会(秦野名水ＲＣの特色を踏ま

え、Light Up Myselfの活動における心構えについて)

(１時間)、新会員の助言者(カウンセラー)として山谷さ

んには原委員、吉田さんには北村(ま)委員と柳川委員、

相原さんには三留委員、小澤さんには瀬戸委員が隣席

を取って着座する、との説明がなされ、協議の結果、

承認された。

○ ８月増強月間について

会長より、８／２１のクラブフォーラムに向けて、新会

員を１～２名増やす事を目標に活動を実施してほしい

との説明がなされ、協議の結果承認された。

○ 国際奉仕委員会 高橋委員長より、８／２８、国際奉

仕委員会の卓話(英語スピーチコンテスト)について、

秦野市国際奉仕交流協会の田代会長、パサディナ友好

協会望月会長を招き、中学生英語スピーチコンテスト

開催に向けての卓話を協力し、金１０万円の共催金を

支出してほしいとの提案がなされた。協議をした結果、

共催は承認。できるだけ継続事業とし、秦野市の中学

生育成に貢献する事、並びにコンテストの審査員とし

ても参加協力をし、当クラブの名が広く知れ渡ること

であれば良いとの意見が出された。

○ 議長より、７／２４，３１のクラブ協議会では、クラ

ブ委員会活動計画書に則って計画を発表するので、理

事は各委員長に計画書の持参及び発表について、周知

を徹底してほしい旨の説明がなされ、一同了解した。

○ 柳川親睦委員長より、9/25に予定する歌舞伎座の歌舞

伎鑑賞について計画案が説明され、協議の結果、会員

にアンケートを取って計画を進めることにした(検討)

○ 諸星幹事より、クラブベストの制作についての説明が

なされ、生地の色は青、文字は白、で一同承認した。

○ 議長より、会場監督は例会中各テーブルに分散して着

座し、会が滞りなく進行するようにしてほしい、との

旨の提案が出され、神崎会場監督、並びに一同が承認

した。

○ 議長より、クラブのパソコンと例会用録音機(録音テー

プ使用)が老朽化し、買い替え時期を迎えているとの提

案が出された。見積もりはパソコンのみで１３万円(税

込)。協議の結果、パソコン及び例会用録音機(ＩＣ内

蔵型)の物を両方合わせて１３万円で承認された。

[受付文書]

① ＭＯＡ美術館秦野児童作品展開催についてのお願い

② 米山記念奨学会より、２０１３年度上半期普通寄付金

のお願い。

③ 第６７回秦野市たばこ祭へのご協賛について

④ ｢市制施行６０周年記念特集｣記事への関連広告掲載の

ご協力について

○ 年会費、特別会費納入のお願い

○ 原 郁夫君より

国際大会(オーストラリア)のお土産、クッキーを頂きま

した(各人のテーブル上)。

○ 活動計画書の訂正

・Ｐ３３ 友好クラブ委員会 菊池文雄→文男

・平成２５年 → ２６年

７／２６(土)１３：３０～を追加

１０／５(土) → ４(土)

１１／２３(土) → ２２(土)

平成２６年 → ２７年

３／２９(土) → ２８(土)

４／１２(土) → １１(土)

６／２１(土) → ２２(土)

○ 中村眞英君(伊勢原平成) ｢本年度第７Ｇガバナー補

佐の中村です。本日は来週の公式訪問に備えた補佐訪

問です。皆様宜しくお願い致します｣

○ 小山輝彦君 ｢本日は第７Ｇの幹事として中村ガバナ

ー補佐のおともで参りました。宜しくお願いします｣

○ 古谷スミ子さん ｢中村ガバナー補佐、小山幹事、お忙

しい中、ありがとうございます。宜しくご指導くださ

い。悪天候です。皆様、お気を付け下さい｣

○ 米山君夫君 ｢第７グループ中村補佐、小山幹事、よう

こそ秦野名水ＲＣへ。本日はよろしくご指導お願いし

ます｣

○ 木村眞澄さん ｢中村ガバナー補佐、本日はありがとう

ございます。ご指導宜しく願い致します｣

○ 諸星道治君 ｢中村ガバナー補佐、小山幹事、本日は宜

しくお願いします｣

○ 酒井健一君 ｢中村ガバナー補佐、本日はご苦労様です。

いよいよ出陣ですね。小山幹事、大変ですが頑張って

下さい｣

○ 桐山晃忠君 ｢中村ガバナー補佐、小山幹事、良くいら

っしゃいました。宜しくご指導の程、お願い致します｣

○ 原 郁夫君 ｢中村ガバナー補佐、小山グループ幹事、

本日はご苦労様です。宜しくご指導お願い申し上げま

す｣

○ 飯田隆明君 ｢中村ガバナー補佐、小山グループ幹事、

今日は宜しくお願いします｣

○ 高橋幸雄君 ｢中村ガバナー補佐、ようこそいらっしゃ

いました。本日は宜しくお願い致します｣

○ 大屋富茂君 ｢中村ガバナー補佐、小山グループ幹事、

本日はご苦労様です。ご指導宜しくお願い致します｣

○ 鈴木和夫君 ｢中村ガバナー補佐様、訪問ありがとうご

ざいます。宜しくご指導お願い致します｣

合計 36,000円

○ 原 郁夫財団資金推進(ポリオ・プラス含む)委員長

７／１９(土)に地区セミナーを開催いたします。その時

のお願いとして、

① ポリオ・プラスキャンペーン実施

スマイル報告

幹事報告

地区委員会報告



② 寄付として

年次寄付 200ドル以上

ポリオ 40ドル

ベネファクター １名

ポール・ハリス・ソサエティ(毎年1,000ドル)

大口寄付 １万㌦

③ ロータリーカード入会について

・普通カード(グレーの色)

年会費 ０円

・ゴールドカード(ビジネスカード)

年会費 10,800円(消費税含む)

カードを使用すると財団の方へ使用者のﾎﾟｲﾝﾄと

して、ﾎﾟｲﾝﾄ(0.3％)が全額により加算されます。

・法人カード

会費 3,000円

カードを使用すると 0.5％が財団に加算されます。

皆さんのご加入、宜しくお願い致します。

○ 親睦活動委員会 柳川清紀委員長

｢家族親睦｣として観劇(歌舞伎)を計画しています。

予算 ３階席 個人負担なし

１階席 個人負担あり

※皆様のご意見をお聞きしたい。

出席者 挙手 ３階席

１階席

他へ行く

(皆様のご意見を参考にして検討いたします)

◎ガバナー補佐訪問 中村眞英第７Ｇガバナー補佐

｢ＲＩの活動計画と渡辺ガバナーの活動方針｣

※ 下記パワーポイントをご参照ください。

以上、渡辺ガバナーの考え方をお知らせいたしました。

司会 古谷スミ子会長

議題 ｢活動計画発表｣

発表者

１、酒井健一Ｒ財団委員長(計画書ｐ５４)

・寄付の目標達成

・地区補助金を申請

(単クラブではなく、合同でもできるか)

Ⓐ皆さんの寄付金は３年後に使用できます。地区補助金は

人道的が優先される。計画性→結果を出す。

(クラブ、ロータリアンの力をつけられる)

２、瀬戸 誠会員増強・会員維持委員長(計画書ｐ４６)

６／１８、セミナーに出席しました。

・日本のロータリアンは９万人を切った。

・秦野名水ＲＣとして

他団体より良い点を見てもらえないと増強は出来ない。

・入会者が入会したいと思えるような体制を整える。

Ⓐ増強はどのクラブでも大変と言われています。 

・親睦を深める(クラブ内の会員同士、入会候補者とも)。

・楽しいロータリーライフを作り、入会候補者にロータ

リーの魅力を伝える。

・常に増強を考えて行動する。

３、飯田隆明広報委員長(計画書ｐ５０)

・ロータリーの認知度はライオンズより低いと思う。

・常にロータリーバッジをつけて行動したらどうか。

・第７グループ(６７グループ)合同での活動を考えては

どうか。

Ⓐ１分間でロータリーとは、を説明できるように勉強して

ほしい。ポリオ・ナウ、麻薬撲滅キャンペーン等地域のイ

ベントに参加、実施をしているという認知度を上げていく

には、

｢外に出て、活動して、知ってもらう｣

“ロータリーデーは何をするのか”

｢地域の人々と共に活動する事｣です。

４、原 郁夫クラブ研修委員長(計画書ｐ５５)

・新会員へのフォローを行います。

Ⓐクラブのより良い結果を求める為には、地域に貢献でき

る力をつけて頂きたいと思います。新会員に対してしっか

り活動の理解をして頂く事が大切です。

委員会報告

卓話

クラブ協議会



 
 
 

第７グループガバナー補佐  中村眞英           

ＲＩの戦略計画と 

渡辺ガバナーの活動方針     

                   



我々のロータリークラブはどうあるべきか？ 
 

それにはどう行動するべきか？ 
 



3つの格言 

1）変化 
 
強いものが生き
残るとは限らない。 

賢いものが生き
残るとは限らない。 

変化するものだ
けが生き残り成
長するのだ。 

ダーウィン伝 
 

2）継続 

 
継続して行う事柄
は容易に行えるよ
うになる。 

それは物事の性質
が変わるからでは
なくわたしたちの力
が増すからである。 

ラルフ・ウォルド・エ
マソン 
 

3）理念 

 
理念なき実践は暴
挙であり 

実践なき理念は空
虚である 

  

RID2840 2005-06  

ガバナー曽我隆一 

 



定款  第15条 

 ロータリーの目的の受諾と
定款・細則の順守 



会員は、入会金と会費を支払うことによって、
ロータリーの目的の中に示されたロータリー 

の原則を受諾し、本クラブの定款・細則に従い、
その規定を順守し、これに拘束されること 

を受諾するものとする。そしてこれらの条件の
下においてのみ、会員は、本クラブの特典を 

受けることができる。各会員は、定款・細則の
文書を受け取ったかどうかにかかわらず、定 

款・細則の条項に従うものとする。 



ＲＩの戦略計画 



1）クラブのサポートと強化 
 

1.クラブの刷新性と柔軟性を育てる  

2.  さまざまな奉仕活動に参加するよう奨励する  

3.  会員の多様性を増進する  

4. 会員の勧誘と維持を改善する  

5.  リーダーを育成する  

6. ダイナミックな新クラブを結成する  

7.  クラブと地区における戦略計画の立案を奨励する 

 



クラブのサポートと強化のための行動計画 

ＲＩ 

 ロータリークラブ・       
セントラル 

 地域別会員増強計画 

    （１３０万人） 

 日本の会員増強計画 

     （１０万人） 

渡辺ガバナー 

 現行から１０％アップ 

 Ｅクラブの立ち上げ 

 新会員にカウンセラー 

 方式の取り入れ 

 女性会員の拡大(10%) 

 



2）人道的奉仕の重点化と増加 

 

1.ポリオを撲滅する  

2.  青少年や若きリーダーの支援、およびロータリーの６つの重

点分野と関連したプログラムや活動において持続可能性を
高める 

3.  他団体との協力やつながりを深める  

4. 地元と海外の地域社会で多大な成果をもたらすプロジェク
トを創造する  

 



人道的奉仕の重点化と増加 

 

 ポリオ撲滅 

 未来の夢計画の全面導入 

 ６つの重点分野 

 

渡辺ガバナー 

 ポリオ撲滅 

 奉仕プロジェクトの立案 

 ニーズに取り組むロータリアンの
力を高める。 

  他団体との協力やつながりを深
める 。 

ＲＩ 



3）公共イメージと認知度の向上  
 

1. イメージとブランド認知を調和させる  

2.  行動を主体とした奉仕を推進する  

3.  中核となる価値観を強調する  

4. 職業奉仕を強調する  

5.  クラブにおけるネットワークづくりの機会、ならびにクラブ独自
の主な活動について周知を図るようクラブに奨励する 

 



公共イメージと認知度の向上のための行動計画 

ＲＩ 

 ロータリーのブランド強化 

 ロータリーの様々な奉仕活動を恰
好の公共イメージ向上の機会とと
らえ様々なマスメディアを活用す
る 

 ロータリー・ディの開催 

 ロータリーのウェブサイトの再構築
（MyRotary,ロータリーショーケー
ス） 

 

渡辺ガバナー 

 １分間でロータリーの魅力を説明出
来るように。  

 ロータリー・ディを設ける。 

 地域イベントに積極的に参加。 

 色々な広告媒体を通して、ロータ
リーの認知度を高める。 

 
 



•  財団寄付 一人 ２００ドル以上  

•  ポリオ寄付 一人 ４０ドル以上 

•  米山奨学金寄付 一人 ２０，０００円以上 

•  ベネファクター １クラブ １名以上 

•  ロータリーカードの普及 

 

寄付の獲得 



親睦・高潔性・多様性 
奉仕・リーダーシップ 

中核的価値観 



価値観を行動に 

私たちは、親睦を通じて生涯にわたる

友情をはぐくみ、国や文化を超えた理解を
促します。 

私たちは、高潔性をもって約束を守り
抜き、倫理を守ります。 



価値観を行動に 

多様性を誇るロータリーは、さまざまな

考え方をつなぎ、多角的なアプローチで
問題に取り組みます。 

私たちは、奉仕を通じて 

リーダーシップと職業のスキルを生
かし、地域社会の問題に取り組みます。 



ご静聴ありがとうございました。 


